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企画セションプログラム(draft)

画像ミュージアム研究会 くadaoh Orok haku ao jp〉

2011年6月25日(■)A‖
一テーマ !い物館情報処理におけ
―プログラム,
予定発表件数 :4件

ⅦA研究会 くJI内ZenJi hir"hiQlab ntt 。。 」p〉

20半二響郷 未|ザ|ヮ_クサ_ビス
ーブログラム!
(1)HD映像コミュニケーションシステムの相互接続に

(射埼縮鋼署ヽな転宅満 曹▼翌殊検討とその標準化動向
大畑 tl敏(N「「サイバーツリューション研究所)

薄発澤1話緊招罪艶新マ/臨饂 式壊靴飾
松本 猛 西 川 覇相 察 泉キ 浩史(HT「サイパーツリューシヨン研究所)

―ブログラム(案)
(1)岡本 !グローAル 化を意識した企業内標準化基礎教育
(2)日中 7tL田:
(3)亀山 (東京農工大)i
(4)上に :APECの標準教育 (Skypeで東京から)

ページ(1)

drait_prog txt

知識の,

(4)コミュニケーシヨントリガ t青環境状態選移に暮づくシームレスコミュニケーシヨン
野日 賢― 阪 内 澄亭 島 内 末産 大 宣 仲 羽 回 陽―(N「Tサイバースペース研究所)

安全な暮らしのための情報技術研究会 く‖asanor Kusunok m orosoft。印〉

20寧室堺 告譜 果英選塊にみる安全な暮らしのための情報技術活用と課題
―ブログラム(案)
(1)ICIを活用したボランティア支援 紙 災者向け情報提供の展開 (東北枝災lL)
櫛(マイクロツフト)
(2)計画停電 放 射練測定結果など政府 東 電からの情報聞示とポータルの連携
県)

簡 堪 主た早!尼鰐 バ 等の幅捜と、クラウ 噂 業者の遵様による負荷分散
国)
楠(マイクロツフ ト)

噛津幾瞥李
1株
亀卦ヤ

フラlg旧と的T利活用のための環境
(5)oコマース事業者による寄付伸介や被災地支援の取り組み
EC事業者 調 整中

国魅握緯t熱貢既角含くkurokawatt ab osk。。m〉

20寧二堺躍 尼極遇町1考ブダゥンとボトムアップ
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